
産業振興審議会（R4.5.23）委員からの意見 

 

 

１ 新規林業就業者数について 

髙橋 昌勝 委員（商工部会，産電工業（株）代表取締役） 

・ 人工林が利用期を迎えているとのことであるが，新規就業者数が 40～50人前後という現

状では，材料はあるが人がいない，という状況になり，今後大変ではないかと思う。 

 

木村 明子 委員（水産林業部会，宮城中央森林組合 総務課長） ➢ P39  

・ 林業の新規就業者数については，森林組合でも年間 2～3人程度であり，その要因として

は，希望者が少ないということの他に，一度にたくさんの人を雇えないという現状がある。 

・ 林業の作業は機械を使用したり，資格が必要であったりと，育成に大変時間がかかり，他

産業と比べ，一人で働けるようになるまでに時間がかかる。 

・ みやぎ森林・林業未来創造カレッジが本格スタートし，新規就業者の確保を後押ししてい

ただきながら，事業体としても確保に取り組んでいきたい。 

・ 一方で，新規就業だけでなく，いかに長く働いてもらえるかということにも力を入れてお

り，今後，数を増やすというよりは，長く働いていく人，技術を持った人を増やすといった

視点で見ていただければ良いと思う。 

・１００人という数だけではないところに目標を設定しても良いのではないか。 

 

水野 暢大 委員（水産林業部会，水野水産（株）代表取締役） ➢ P43  

・ 現在の計画を見ると，研修会の開催などにしか触れていないが，後継者の育成という部分

が重要と考える。 

・ 環境と成長の好循環というテーマを共に学んでいける，魅力を感じてもらえるような環境

を作っていかなければ，後継者の確保は難しい。 

・ 国内で生産・循環できる素晴らしい素材と環境に合った職業であり，今後の日本にとって

も重要な職業であると，多くの若い人が理解するチャンスをもっと計画の中に盛り込んでも

良いのではないか。 

・ 木を育てるには人を育てるという観点がもう少し強くても良いのではないかと思う。 

 

内田 龍男 会長（会長，東北大学名誉教授） ➢ P43  

   ・ 森林に若い人たちがどんどん入ってもらうためには，一つは魅力を感じてもらうこと，も

う一つは価値が高くなること，工業系を入れて効率を上げていくなど，色々なことが考えら

れると思う。 

 

２ 木質バイオマス導入施設数について 

髙橋 昌勝 委員（商工部会，産電工業（株）代表取締役） ➢ P14,34  

・ 木質バイオマス導入施設数について，目標値を上回っているが，材料となる木質チップは

県内で生産されたものを使っているのか。 

・ ４～５年前は地元からの木質チップの供給が難しく，県外産や輸入品を使用していた。 

・ 地元の材料を使うのが一番だが，経験上，どうしてもコスト高となってしまい，使えない
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のが現状のため，コストダウンしながら使っていけるような仕組みになると良いと考える。 

 

 

３ 間伐実施面積・経営計画策定率 

木村 明子 委員（水産林業部会，宮城中央森林組合 総務課長） ➢ P35  

・ 森林経営管理制度が進まない問題は，おそらく，森林の境界が明確ではない点ではないか

と考える。 

・ 森林施業や経営計画の策定に取り組んでいく中で，いかに境界を明確にして，施業を行え

るかというところを解決する具体的な取組を計画の中にも入れ込んでいただきたい。 

・ また，林地台帳が導入され，どれだけ効果を発揮するかというところであるが，市町村の

状況によっては進んでいないところも多い。こういった点もうまく活用できるような取組を

盛り込んでいって欲しい。 

 

４ 再造林について 

木村 明子 委員（水産林業部会，宮城中央森林組合 総務課長） ➢ P36  

・ 森林所有者の現状として，70～80代の方は林業の大切さや山の手入れの大切さも理解して

いるが，その下の世代については，山はお荷物という考えの方が多く，山に対する価値観が

下がってしまっている状況であり，40年後に向けて木を植えようという気持ちになりにく

い。 

・ 再造林に重点を置いていく上で，所有者の現状と，安心して再造林に取り組めるような制

度を明確に提示いただけると良いかと思う。 

 

５ 県産材を使用した木製品の設置について 

高橋 知子 委員（商工業部会，（株）緑水亭 若女将） ➢ P34  

・ 観光の立場として，日本は外国に比べてベンチが少ない。 

・ 宮城県は東北ならではの自然を楽しむ観光地が多く，そういった観光地にＣＬＴベンチな

ど，宮城県の木で作ったベンチがあれば，子どもたちも林業に興味を持つのではないか。 

・ 観光地にも，木を使ったベンチなど，人が集うようなものがあれば良いと考える。 

 

６ メガソーラーの設置について 

笠間 建 委員（商工業部会，（株）コミューナ取締役） ➢ P23,38  

・ 一般の県民にとって一番の目に見える変化はメガソーラーが森を切り開いて設置されてい

る姿であり，興味関心の高い事項であると考えられる。 

・ 現に県土に多大な影響を与えているメガソーラーについて，中間見直しで言及がないのに

は違和感がある。 

・ みやぎ森と緑の県民条例基本計画において，大規模太陽光発電施設の広がりにより，何か

しらの影響があるようであれば，ご教授願いたい。 

 

７ 全国から見た宮城の林業および産業のポジションについて 

齋藤 由布子 委員（農業部会，（一社）IKIZEN専務理事） 

  ・ 参考資料１の１５ページの全国順位を見る限り，宮城県の強みが分り辛く，北海道・秋田



の圧倒的なブランド力を超える要素が欲しいところである。 

  ・ 宮城県の林業が盛り上がるとして，その出口としての需要はどこまで見込めるものか。 

  ・ 質なのか，量なのか，新規性なのか，後継者育成なのか，宮城県が注力すべき項目がポジ

ションから図られるのではないか。 

８ 低コストの具体策とは 

齋藤 由布子 委員（農業部会，（一社）IKIZEN専務理事） ➢ P36  

  ・ 審議中に一部触れられた「低コスト化」は，具体的にどの費用をどの程度削減するイメー

ジか。 

  ・ 機械化などによる合理化といった点であれば良いが，納期や人件費にしわ寄せがいくので

は，この先就業者を増やし，本質的に豊かな暮らしを享受できるのか疑問を感じる。 

 

９ 健康優良経営法人認定制度の周知について 

齋藤 由布子 委員（農業部会，（一社）IKIZEN専務理事） ➢ P39  

  ・ 先日開催された健康優良経営法人人定制度説明会において，参加者のほとんどが始めて聞

いたと答え，林業・農業の認定事業者は分野別に見ると最下位であった。 

  ・ 林業は認定業種トップの建設業と同等の危険を伴う作業がある業種であり，従事者の安全

と健康を守ってこその計画ではないかと感じる。 

  ・ 認定事業の広報周知について，取り組まれているかについて確認したい。 

 


